
木曾ポドソル土壌に関する研究

第二報　桑樹に対する土壌反応矯正の影響

矢木博*・矢彦沢清允*

Hiroshi YAGI and Kiyochika YAHIKOZAWA: Studies on the Kiso Podzolic Soils.

Part II Influence of the Correction of the Soil Acidity on the Mulberry Tree.

　　　　　　　　　　　　　（1959f・IF．9月20　El受甦猛）

　著者らはさきに木曾ポドソル」二壌が強酸性であり，カ　　が加水酸度ッ1より大きいいわゆる酸度の逆転土1弾昏であ

ルシウム．tマグネシウム，カリウム，ナトリウム欝；の塩　　る。

基や棚素，モリブデン等の微量要素まで駆端に欠乏して　　　　その分析成績は策1表の通りでこもる。
　　　　　　1）
いることを報告した。このポドソルニ1二壌は檜，麿松等の

生育が不良a）・’／’：めその原隙こつい移くの研究都よっ　　　　劉衷伽U・脚分析成浄資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　meて調査研究されている。著者らはこの土壌をrllいて桑樹　　　：1二嬢

に対する騰駆鉢撒を行・・，（版応繍正しないと　欝

桑樹の生育が著しく不良で枯死する場脅のあること，（2）　　－tt－．．

反応を適当に矯正し，三要素並びに微琶要素を適量：添加　　　　1

した場合には桑樹の生育が良好になること，（3）石灰を過　　　一・一

剰に添加した場合にはマンガン欠乏症が起りやすいこ　　　　2

と，㈲石灰の添加量が少なく反応矯正が不充分な場奮に
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はマグネシウム欠乏症が起りやすいこと等の結果を得た　　　　（b｝5，　OOO分α）1アール鉢による鉢試験。

のでここに報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　／：1二壌の墳充量　鉢当り乾：ヒとしてNQ，1：一［二壌は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、　S75kgi　No，2－－1二壌は1，3kg。
　　　　　　　実験材料および方法　　　　　　　　　　㈹　連数　2連。

　㈲供試一L：壌木曾ポドソルニ膿のA・層とA1層を混　　（e）供試桑2年生41｝桑実生苗。

合した腐植の多い土壌と漂自層と認められる腐植の少な　　　　働　栽穂本数　鉢当り1株。

いA2層土壌の2つを供試した。　A2屑土壌は置溺奥酸慶タ1　　　（9）試験1菱ζ名および各区の内容　錨2表の通り。

第2表　試験区名叢びにその内容
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1　無　石　灰　区

2　置換酸度相当区

3　加水酸度相当区

4　　pH（1（C1）5．0区二

5　pH（KC1）5，5区

6　PH（KCI）6．0区

7　pH（KC1）6．5区
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　㈹　反応矯iE材　炭酸苦二1二石灰を用い，その品質は　　　反射率を測宛し，1ヒ反射率1【II線を求め，30撰択座標法に

CaO　33・5％，　MgO　1．8・　7％・アルカリ度（CaOとして）　　　より3色刺戟値x，Y，zを解：1・1・llした。　Yの値を明度と云

56・0％・1殊度20〃シ全通・100メ・・シ1腿99％のも　う。次に色度（3色f緻）x，：），，・を次式より求めた。

∵賑酌添、1縫置贈，蘭、大、、二原，餐　弓謄稽・s・・x＋y＋z）

度ytの3．5倍蚤の二く≧酸度を垂【曇礎に，また加水酸度相当　　　　色の数値は11月度鶏色度sc，ツで表示した。

区は加水醐蜘1の31｝糧を基礎としてそれぞれ算出し　　　　　　　　　実験の結果と考察

た。pH（KCI）5．0区，5．5区，6．0区，6．5区は土壌1009を　　　　実験結果の概要il欲第3，4表の通りである。　AoA1層

ビーカーに8ケとり，これに反応矯iE材をそれぞ〉｝・LO，1，　　混合∫【：撫No．1とA2ノ・lil土撫No．2とも無：石灰vg．は強酸性の

0・2，0・4，0・　6，　O・　8，1・0，1．59を加えよく混合し1日　　　ため薬樹はllili死した。　No．　1　Ji．es8の置換酸度Y1は加水酉空

放置した後それぞれのpl’1（KC1）を測定して，加えた　　　度y1に比し著しく小さく，置換酸度1：【i当区の施肥後の

反応矯正材の量とpH値との関係をグラフilli線であらわ　　　二L：壊の置換酸1夏ッ1は1，5で小さいがpH（KCI）は4．1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a，3）
し，［翼1」二より希塾pHに矯正するに要する量を算出した。　　ブ∬1水酸rs：　y，は29．5で酸11kが強く，桑桝α）生育は不良と

　（」）施肥および移植11寺期共通肥料並び｝こ反応矯正材　　なり遂に1；占死した。No．2二h壌は置換酸1獅kり加水酸度

は元肥として5月61EI施川し，5月7日実孟1三illliを移植し　　　が小さく，いわゆる酸度の逆転した土壊で，置換酸度相

た・　　　　、）　　　　　　当鮮びにカ1噸隻度柵脚娯に炭醐！～・1沼灰の添加
　（k）化学分析法舞弧報の方法に灘じてf茸つた。　　　　量が不足のため染樹は生育が不良であつて，葉にマグネ

　（1）葉色の測楚法　葉色は・｝11ち津製光電分光光度lll・と反　　　シウム欠乏症を認めた。またNo，　LL壌の加水酸度相当

射測定装澱を用いて測兜し，CJ。　E（国i；祭照明婁風会）　　　区に於いてもifi1様なマグネシウム欠乏症を｝1忍めた。　No。1

方式により求めた。その方法は桑葉を径3cmの試料台に　　　土壊もNo．2土壌もともに炭酸苦土翫灰の添加鮎の増hp

挿入し，照明はタングステン燈を用い波畳400～700mμ　　　に従つて盈育が良好となりP｝IS．　ro区が最も生育が良攻子

の単光色を201n！t毎に硫酸バリウム白板を椋準として1・ヒ　　であつたo土壌のpHが6．5内外になると土壌rllの有効

第3表　生育調査並びに．、ヒ趣1分析の成績

一No．

1

2

試　験　区　名

1　無　石　灰　区

2　置1換酸度相当区

3　　カP71く酉隻度牌1当ll惹

4　pH　5．0　区
5　　pH　　　5．5　　　1茎

6　pH　6．0　区

7　pH　6．5　区

1無石灰区
2　置換酸度相当区

3　加水酸度相当区
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6　pH　6．0　区

7　pH　6．5　区
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生　　　育　　　調　　　査 土壊の分析成績
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9．5 26．5 Mg欠 4．8 4，
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＊は7月30日，他は9月13日に行つたものである。

16．9

7．3

8．1

5．6

5．2

3．4

2．8



30　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維1掌部研究報告　第9号

第4表葉の分析並びに漿．色測楚の成績

㌔試験区名1
1　　　　　　　　　：炭酸1費ヒ＿t－．＿．．＿：蝦　の．う虻＿1ヲ重＿盛」IL…＿　．．』＿一」窒色の劃卿麺1｛＿
　　＝一　　　　　…・　　　　　　1不fノ天方但1二目　　　　　　　　　　　C吃　　　　　　誓勿　　　　　（％）　　　　11月　　1窪　　　色　　　1蔓

1

2

1　無　石　灰　区

2　置亡換酸度相ヨ話区

3ノ川水酉餐1麗非【…1き緬1鑑

4　pH　　5，0　　区

5　　pH　　　5．5　　　1冠

6　　pH　　　6．0　　【鑑

7pll　6．5
巨ζ：

1　無　省　灰　区

2　i巌換酸度相三騎i黒

3　加水酸度相当1乳

4　　PH　　　5．　O　　　l蔵

5　　pH　　　5．5　　　1乳

6p｝16．Oi冬二
7　　pH　　　6．5　　1冬二

辮：鉢当
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20．3
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15．6
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35。0

40．5

水　分
（％）

7LO
70．8

69．9

68．2

67．0

72．0

71．0

71．6

70．0

66．0

63，1

灰　分

ll．87

12．　03

12，11

12．71

13．55

10．34

12．10

10．44

12，19

12．06

1LI　15

CaO

2．50

3，46

3．04

2．76

2．55

3．31

3．36

3，　Ol

Mg・1

0．41

0，68

O，58

0．40

0．44

0．59

0，62

0．55

MnO　　Y
　　　哩

0．027

O．　022

0．009

0．025

0．024

0．019

0．020

0，008

24．Ol

13．70

25．58

19。83

19．71

12。78

19．J「5

釧　ッ

0，403

0．347

0．377

．0．430

0．461

0．408

0．445

1　0，492
。．4211。．481

O．　347

0．378

0．401

0，451

態マソガンが不可給態になり作物の生育が『く良になる場　　　Y，色度X，yともに大きいことを認めた。またマグネシ
　　　　　　　　　　　（d，5，6｝7，8）
合のあることは既に報告されているが本試験でもNo．1，　　ウム欠乏葉と健全葉との闇にもマンガン類f以の関係のあ

No．2の両：1二壊ともPH6，5区では桑樹の生育が悪くなり　　　ることを認めた。マグネシウム欠乏葉とマンガン欠乏葉

葉にマソガン欠乏症を認めた。　　　　　　　　　　　　との闇にはマンガソ欠乏梁の方が色度κ，yの1直，うミやや

　マグネシウムおよびマンガン欠乏症の認められた葉な　　　小さい1頃向のあるのを認めた。

分析した結果によれば，マグネシウム欠乏症を認めた
N。，、擦の加1、　鯛、Hl躯，　N。2撚媚1奥　購、よ　　　　摘　　要

び加水酸度相当区の桑葉のMgO含量はそれぞれ0・41，　　　　木曾ポドソル：1：壌に種々の量の炭酸苦二：ヒ石灰を加えて

0。40，0．44　％であり，　最も生育の良好であつたNo・1，　　桑樹の生育に対する影響を研究し次の結果を得ノこ。

No．2土壌のpH5．5区の桑葉のMgO含量はそれぞれ　　　　木曾ポドソル：1二壌では反応を矯．ill1しないと桑樹の生でf

O．68，0．62％で，前者は後者に比べて少ないことを認め　　　が著しく不良で枯死するが適量の炭酸苦二L石灰を土壌に

たoまたマソガン欠乏症を認めたpH6．5区の桑葉の　　　施用して反応を矯正すると坐育が良好になることを認め

MnO念童はNo，1土壌の0．009，　No．2土壌のO・00860　　　た。桑樹に対する1詮適pH（KCI）は5．　5～6．0であって

であり，最も生育の良好であつたNo．1，　No．21二h壊の　　　pH（KCD　6．5内外になると生宵が悪くなリマンガン1欠

pH　5，5区の桑葉のM110含量0．022，0．　020％にLヒベて　　　乏症のあらわれるのを認め，また炭酸：1’i！烈汗1灰の添加最

著しく少ないことを認めた。　　　　　　　　　　　　　　が少ないとマグネシウム欠乏症のあらわれることを認め

　健全葉と欠乏症状を認めた葉の色を数f直で求めた結果　　　た。桑樹の欠乏症状を認めた葉の色は健：念1葉に比べて明

によれば，生育の最も良好であつたNo。1，　No．2士壌の　　　度y，色度（x，ツ）の大きいことを認めたCJ

pH5．5区の葉色はそれぞれY　：13．　70，　x＝O．347，　y＝　　　　終りにホllナ1究の遂行に御援助を賜つた農1＊省林業試験

0．408とY＝・12．　78，x＝o．347，　y　＝＝　o．　401で，　これに⊥ヒ　　　場木曾分場長渡辺蛋承郎氏ならびに長野営林局長「1聾｝f道麦

べてマyガン欠乏症状を認めたNo．1，　No．2土壌のpH　　　氏に対し深謝の意を畿するQ

6．5区の葉色はそれぞれY＝　25．58，x＝O．377，ンコ0．445

とY　・19．　55，．x＝O．　378，　y　：O。　451で欠乏葉の方が明度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oll　tlle　growth　of　mulberry　tree．　Magnesia　Iime
　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　applied　at　various　quantity　to　the　kiso　po〔1zo．

（1）知・1．乳1レ矢’撚1　歪允・El・’i　Y〈繊報，8，14～17　　1ic　s・il・・d　result・。bt。i。，d。、　f。11。w，．

　　　　　　　　（1958）　　　　　　　　　　（1．＞Th・・e1・ti。・betw・en　s・il・，idity　a。d，，，P。．

（2）t．tttt．．’．mt－t…・翻獅」1究，10（7＞，836（1956）　　　n・｛・・n・s・t・the・Pplic：・ti。n。f　m、g。。si。　lime　a，e

（3）．”t“”一’ne－…『・1．U北｛繊蜥集・第2葉，7（1956）　w・11d・m…t・・t・d　bythe・m・u1、t。f　m。lb，rry　t，ee

（4）ll騨寛・岡【liiV／N　i．li．1・ll・　購，26（1），1－－4（1956）　9・・wth．　The・et・m・i・…lbei・，y　tree　ts・rosvth。re

（5）川m菊雄・坂．．1・ll，Y］・橋本．畝・・i・）］巴・．1凸・26（9）・355　・1m・・t　di・・ctly　l・r・P・rti・…lt・th・light。・d，es，i。9．

　　　　　　　～358（1956）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　Fronユ　these　results　it　is　clarifie（1　that　the

（6）T・WALLA・E・Tbe　Di・g…i・・f　miner・1　　・ptil・・m・cidi・y・・1・・1…1berry　t…i・・1…tpH（KC1）

　　　　　　　Deficiencies　in　Plants　27，　（1953）London．　　　5．5～6．0．

（7｝ll｝ll硲惣次・小林1久平・角ll［il：勲ll・船夙麟・琳　　〔3）’rh・m・s・1・e・i・lime　we，、　v。，y　eff，cti。。　t。

　　　」1三之：m謝膿業ll轍梛胱幸陥，2（1959．）　　・liminat・th・ll・utsrl・e・i・d・fi・i・n・y。f　mulberry

（8）　矢「：4〈　　1．1、Li．：：1二月巴置志，　17（7），　292　（1｛　t1　3）　　　　　　　　　　　　　　　　tree．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4一）Manganese　is　nlade　insoluble　by　tlle　aclclito，　n

　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　ovel°　1ime　t〔｝　the　soil．　Tlle　 mulberry　　．しree　 have

With・bj・・t・f・t・ding　the　in’fluenc・・f・。il　acidity　d・v・1・P・d・1・1・・。・i…a・es・lt・f　lu、。STall，，e　d，fi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Clency．


